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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語習得の方法として、大規模公開オンライン講座(MOOCs)の可能性に
着目し、英語学習者がオンライン遠隔教育に参加し、学習をするためにはどのような要因があるのか明らかに
し、評価ツールを開発した。実証研究の結果、三要因21項目から成るMOOCs for English Learners(英語学習者
のためのMOOCs）尺度を開発した。またMOOCsを取り入れた英語授業を設計し、授業実践及び実験室実験を行い、
開発した評価ツールを用い、MOOCsを利用した英語授業の評価を行った。さらに実証実験から得られた結果をま
とめて、教授方略の提案を行った。

研究成果の概要（英文）：MOOCs have opened a new door in promoting lifelong learning and quality 
education around the globe. Besides learning specific knowledge and skills, MOOCs may be useful for 
English language learners by providing similar opportunities to “study abroad.”　The aim of this 
research was to find out what learning dimensions are affected when using MOOCs to improve the 
English proficiency of English learners.  After a series of pilot studies and the main study, the 
results revealed that that there are three dimensions of MOOCs for English learners: Open Learning, 
Academic Self-efficacy, and Intercultural Communication. These dimensions will be useful in 
measuring the effects of English language learning with MOOCs. Furthermore, the study suggests 
teaching strategies based on the empirical studies.

研究分野： 英語教育、教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）大規模公開オンライン講座(MOOCs)
は、オープン・エデュケーションの流れを組
み、学習の機会をグローバルに拡大する。
MOOCs では、世界の一流大学の教授らが英
語で講義を行い、学習者は、世界のどこにい
ても、インターネットにアクセスできれば、
講義を無料で受け、学習コミュニティに参加
できる。しかし、外国語として英語を学ぶ日
本人学習者がMOOCsに参加するための要因、
評価基準は実証的に明らかでない。 
 
（２）MOOCs にはオンライン上に学習者コ
ミュニティがあり、社会構成主義に基づいた
協調学習が行なわれる。このような学習方法
は、最近接発達領域(Vygotsky, 1978)で学習
し、学習者の可能性を高める可能性がある。
従って、日本人学習者も英語でこのコミュニ
ティに参加することが望まれる。 
 
（３）MOOCs が英語教育に有効と考えられ
る理由は、留学の準備となりうること、講義
が英語教育の新しいジャンルの教材と成り
うる可能性があること、生涯学習の方法を学
ぶ機会となりうることがあげられる。 
 
（４）英語は World Englishes (Kachru, 
1992)で、日本人はオンライン上でも英語を
使い、コミュニケーションをする必要性が高
くなる。 
 
２．研究の目的 
 
（１）MOOCs に対する学習者の認識に関す
るアンケート調査を行い、評価ツールを開発
する。 
 
（２）MOOCs を取り入れた英語授業を設計
し、開発した評価ツールを使い評価を行なう。 
 
（３）MOOCs を英語教育で活用する際の教
授方略を提案する。 
オンライン遠隔学習環境下で英語の講義に
参加し、学習コミュニティに参加し、グロー
バルにコミュニケーションを図ることは、今
後、日本人がグローバルな環境で英語学習を
するにあたり、重要な課題である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）尺度開発、授業設計、論文執筆の目的
のために、MOOCs、 ICT 利用の教育、英語教
育について文献調査を行なう。文献調査の結
果を踏まえて項目を選定する。その後、パイ
ロットテストを行い、アンケート項目の見直
しと修正を行なう。（平成２６年度） 
 
（２）尺度開発と授業設計を行なう。尺度開
発に関しては、パイロット実験の結果を反映

させ修正した項目でアンケートを実施し、そ
のデータを使い、因子分析を行い、尺度を開
発する。授業設計については、MOOCs を活用
した英語授業を設計し、修正や改善を行い、
本研究の授業設計を確定する。（平成２７年
度） 
 
（３）MOOCs を活用した授業の実践と授業方
略の提案を行なう。まず、授業設計に基づき、
授業を実践する。開発した評価ツールを使い、
日本人英語学習者の学習体験を評価する。平
成２６年度から２７年度の実証実験から得
られた結果をまとめ、教授方略を提案する。
（平成２８年度） 
 
４．研究成果 
 
（１）尺度開発パイロットテストと効果測定。 
まず、評価基準を開発するためのアンケー

トは、100 項目のアンケートでスタートし、
学習効果の測定を行なった。 
 2014 年、実験室の環境で、大学生６０名が
参加し、独立変数を授業形態（従来型の本を
使った授業群と MOOC を使った授業群）とし
た。どちらも授業内容は、オープン・エデュ
ケーションであった。従属変数は、オープネ
スの認識(Anzai, 2011)、 英語自己効力
（Bandura, 1997）、 状況に依存するコミュ
ニケーション意欲と性格的なコミュニケー
ション意欲(MacIntyre et al, 1998)などの
概念を含む 100 項目でアンケートを構成し、
英語教育における MOOC 利用の実験を行なっ
た。 
その結果、１）英語自己効力とオープネス

の認識と、性格的なコミュニケーション意欲、
状況に依存するコミュニケーション意欲に
は有意な相関があることが明らかになった。
２）MOOCs を取り入れた授業群は、従来型群
よりも、オープネスの認識が有意に高くなる
ことが明らかになった。しかし、英語自己効
力とコミュニケーション意欲には差がなか
った。さらにアンケートの各項目別に検証を
行うと、MOOCs 群では、時間と空間の制約を
超え、学習がよりフレクシブルになり、学習
の速度や必要性や学習方法が多様になり、個
人個人の必要性にあった学習ができると感
じる傾向が強いことが明らかになった。本研
究は、 英語授業 15 週分のイントロダクショ
ンのみを実験室環境で、実証実験を行ったの
で、今後、授業での全シラバスの実践後の検
証が必要であろう。３）実験後の MOOCs を使
った英語授業群からの自由記述には、日本語
訳、整備されたインターネット環境、学習者
のコミュニティ、MOOC 内に辞書を装備して欲
しい等の意見が聞かれた。このようなオーセ
ンティックな学習環境を授業設計に取り入
れるためには、学習者の英語へのストレスを
軽減させるための支援が必要であろう。 
（平成 26 年） 
 



（２）「英語学習者のための MOOCs 尺度」 
パイロット実験後、本実験を行なった。 
分析対象のアンケートは 2014 年から 2015 年
の冬にかけて行ない、アンケートには 182 人
の大学生が参加した。アンケートは 86 項目
であった。 
 探索的因子分析と Scree Plot を検証し、
異文化間コミュニケーション、アカデミック
自己効力、オープン・ラーニングの三因子を
検出した。三因子のそれぞれ上位 7項目から
構成される「英語学習者のためのMOOCs尺度」
を確定した。三因子２１項目は以下の通りで
ある。 
 
第一因子：オープン・ラーニング 
 ① (英語学習に関して)私たちは空間的
な制約を取り除くことができる。 
 ②（英語学習に関して）学びの世界は開か
れている。 
 ③（英語学習に関して）私たちは誰でも（正
規の学生でなくとも）学ぶことができる。 
 ④（英語学習に関して）私たちは何につい
ても学ぶことができる。 
 ⑤（英語学習に関して）私たちは誰からで
も学ぶことができる。 
 ⑥（英語学習に関して）私たちはどこでも
学ぶことができる。 
 ⑦（英語学習に関して）私たちは仲間と協
調学習ができる。 
 
第二因子：アカデミック自己効力 
 ① 自分は良い成績を取れると思う。 
 ② 自分は授業でうまくやれると思う。 
 ③ 授業で出させた問題や課題を自分は
うまくこなせると思う。 
 ④ 他の人と比べると、自分は授業で学習
する内容についてよく知っていると思う。 
 ⑤ 他の人に比べると、自分はよくやれる
と思う。 
 ⑥ 自分の学習能力は、他の人に比べてす
ぐれていると思う。 
 ⑦ 英語は得意だ。 
 
第三因子：異文化間コミュニケーション 
 ① 英語でもっと多様な人々と出会い、会
話をしたい。 
 ② 英語で様々な文化や人々を知りたい。 
 ③ 英語で自由に様々な文化の活動に参
加したい。 
 ④ 英語を使い、外国人と友達になりたい。 
 ⑤ 英語を使い、同じ分野に興味のある外
国人と友達になりたい。 
 ⑥ 英語を使い、SNS で友達と交流したい。 
⑦ レストランや駅で外国人が困っていた
ら助けたい。 
 
（３）尺度開発と効果測定。 
2015 年、実験室環境で、大学生６０名が参

加し、MOOC のオンライン・コミュニティの参
加が及ぼす影響を検証した。オンライン・コ

ミュニティで学習者が交流できることは
MOOCs の特徴である。独立変数は、授業形態
（MOOCs 講義群 対 MOOCs 講義と MOOCs オ
ンライン・コミュニティ参加群）で、従属変
数は「英語学習者のための MOOCs 尺度」の三
要因 21 項目で測定したスコアである。その
結果、MOOCs 講義に加えてオンライン・コミ
ュニティに参加した群は、MOOCs の認識が高
まり、特にオープン・ラーニングの要因の認
識が高くなることがわかった。オープン・ラ
ーニングを構成する各項目への影響は 
以下にまとめられる。 
 
表１ 
コミュニティ参加がオープン・ラーニングに
及ぼす影響 
1. 空間的な制約を取り除ける p <.05 
2. 学びの世界はオープンだ p <.05 
3. 私たちは誰でも学ぶことができ
る 

p <.05 

4.  私たちは何についても学ぶこ
とができる 

n.s. 
 

5. 私たちは誰からも学ぶことがで
きる 

n.s. 
 

6. 私たちはどこでも学ぶことがで
きる 

n.s. 
 

7. 私たちは仲間と協調学習ができ
る 

n.s. 
 

 
   
（４）MOOCs を利用した英語授業を設計し、
15 週の授業実践を行った。学生はグループ活
動で、自分たちの関心があるMOOCを選択し、
1ヶ月間「One Month Project」をデザインし、
MOOCs に取り組み、経験した学習を、オープ
ン・エデュケーション、英語教育、授業内容
の３つの視点から分析し、プリゼンテーショ
ンとレポート作成を行った。英語授業に
MOOCs を取り入れ、学生の満足度は高い授業
を実践できることがわかった。 
  
（５）英語学習者のための MOOCs 尺度と英語 
力の検証 
 開発した三要因 21 項目からなる「英語学
習者のための MOOCs 尺度」で測定した学習者
のMOOCsの認識のスコアが英語力とどのよう
な関係があるか検証した。英語力については、
学生がアンケートで解答した英語検定試験
と TOEIC のスコアを用いた。アンケートに酸
化した大学生の数は 225 名で、英語学習者の
ための MOOCs 尺度スコアと、英語検定試験及
び TOEIC のスコアには、統計的に有意な相関
があることが明らかになった。従って、MOOCs
の認識のスコアが上がれば、英語力も上がる
ことが示唆された。（平成２８年度） 
 
（６）授業方略の提案 
 
授業方略を提案するために、MOOCs の字幕

の学習効果について、検証を行なった。分析



の対象は、日英字幕を装備した九州大学教材
開発センターが開発・開講した「Global 
Social Archeology」の受講データを使い、
受講前と受講後のアンケートを分析した。そ
の結果、ほとんどの日本人が日本語字幕を利
用し、ほとんどの海外からの受講者が、英語
字幕を活用しており、語学力を高めるための
字幕利用よりも、学習理解度を高めるために
字幕が活用されている傾向が明らかになっ
た。また英語字幕利用者のほうが、日本語字
幕利用者よりも、テストの得点と満足度が高
いことも明らかなった。 
 
さらに、MOOCs の日英字幕をどのように活

用するのが効果的か、実験室環境で、検証を
行なった。実験に参加した学生は６０名で、
統制群は、英語のみの字幕をつけたビデオを
３回視聴し、実験群は、日本語―日本語―英
語の字幕付でビデオを 3回視聴した。その後
英語テストを行なった。英語テストは、語彙、
内容理解、要約、リスニングの空所穴埋めで、
多角的に英語力への影響を検証した。その結
果、英単語を日本語訳すセクションでは、実
験群が統制群よりも有意に高いことがわか
った。 
以上のことから、MOOCs を英語授業に活用す
るにあたり、授業方略として、字幕の活用が
すすめられる。(平成 26 年度～28 年度) 
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